
京
都
一掃
岡
大
準
文
阻
宇
部
考
古
皐
研
究
報
告

'‘ 

第
十
五
加

筑
前
園
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳

昭
和
十
三
年
l

昭
和
十
四
年

京

都

一面

岡

大

皐



京
都
静
岡
大
陸
字
文
阻
宇
部
考
古
皐
研
究
報
告

第
十
五
珊

筑
前
園
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳

昭
和
十
三
年
|
昭
和
十
四
年

尽

都

帝

岡

大

事



)予

r J 

京
都
帝
岡
大
串
文
事
部
考
古
皐
研
究
報
伝
什
一
日
第
十
五
冊
と
し
て

『
筑
前
同
嘉
穂
郡
王
嵐
装
飾
古
墳
』

を

公
刊
す
。

本
研
究
は
昭
和
十
年
九
月
同
古
墳
費
見
後
、
我
が
考
古
皐
教
室
に
於
い
て
前
後
コ
一
同
仁

.H-b
て
行

へ

る

調

査

の

結

果

を

牧

録

せ

る

も

の

に

し

て

、

報

白

川

第

一

第

三

の

雨

冊

仁

稜

表

せ

し

北

九

州

に

於

け

る

装

飾

古

墳

調

査

の

業

績

を

縫

ぎ

、

此

の

新

た

に

見

出

さ

れ

た

る

頴

著

な

る

同

種

遺

跡

の

本

質

を

明

に

せ

ん

事

を

期
す
る
も
の
な
り
。

本

調

査

研

究

は

も

と

故

演

田

教

授

の

企

同

に

出

で

、

同

教

授

買

地

指

導

の

下

に

着

手

せ

る
も
、
一
見
際
の
作
業
は
専
ら
著
者
雨
名
こ
れ
に
あ
た
り
て
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
下
旬
に
於
け
る
前
後
一
週
間

仁

亘

る

基

本

調

査

と

、

共

の

後

十

三

年

今

夏

仁

宜

地

に

就

て

再

検

討

を

行

へ

る

結

果

と

を

整

理

綜

合

せ

る

も

の
に
係
る
。

而
し
て
本
文
は
第
五
の
「
石
市
内
の
砕
一
一
圭
且
」
の
項
の
外
主
と
し
て
栴
原
の
杭
す
る
虚
な
り
。

此

の

古
墳
に
就
い
て
は
、
既
に
『
福
岡
廓
史
蹟
名
勝
天
然
組
念
物
調
査
報
告
』
第
十
一
耐
に
川
上
市
太
郎
氏
の
「
筑
前

王
塚
古
墳
」
な
る
支
を
載
す
る
も
、
百
人
の
行
へ
る
百
測
並
仁
壁
書
の
模
潟
闘
を
通
じ
て
、
共
の
百
肢
を
明
仁
し
、

設

て

右

仁

基

け

る

号

察

に

依

っ

て

遺

跡

の

性

質

仁

明

瞭

の

度

を

加

ふ

可

き

も

の

あ

る

は

私

か

に

い

じ

て

疑

は
ぎ
る
庭
な
り
。

本
報
告
の
艶
象
と
す
る
遺
跡
の
調
査
に
際
し
て
は
一
稲
岡
牒
嘗
局
よ
り
終
始
多
大
の
便
ー
を
輿
へ
ら
れ
、
ま

た

地

元

桂

川

村

有

志

の

協

力

を

件

た

る

も

の

あ

る

を

戚

謝

す

P

特
に
一
珊
岡
牒
腸
託
川
上
市
太
郎
氏
、
九
州
帝

岡
大
皐
法
文
事
部
講
師
鏡
山
猛
氏
、
豆
田
炭
鍍
員
樺
島
大
之
進
氏
、
桂
川
村
西
村
一
一
馬
氏
、
土
地
所
有
者
中
島
六

衣

郎

氏

等

よ

h
受

付

た

る

厚

広

を

銘

記

せ

ざ

る

を

得

点
γ
。

な

ほ

古

墳

外

形

の

民

測

に

常

つ

て

は

一

部

分

九

E'' 
日川

言



序

言

州
叫
同
大
串
法
文
皐
部
の
有
志
柑
垣
一
五
士
口
氏
、
磯
貝
保
茂
氏
等
の
援
助
を
件
た
る
あ
り
、
基
z
x
h

内

の

原

色

寓

民

撮
影
仁
就
い
て
は
桑
名
文
星
堂
の
松
原
勝
一
乍
一
柚
原
却
一
両
社
の
謹
力
に
。
侠
つ
も
の
少
な
か
ら
ざ

h
き。

是
等

は
前
後
数
日
に
ば
一
り
て
熱
心
事
に
従

ο、
本
報
告
壮
一
け
の
中
核
を
な
す
時
一
葦
の
模
お
を
完
成
し
た
る
共
著
者
小

林

行

雄

片

付

の

労

苦

、

並

仁

概

要

の

英

語

に

雷

ら

れ

し

佐

藤

英

吉

社

の

厚

意

と

共

仁

叉

記

し

て

謝

意

を

表

す

る

h

底
な
り
。

最

後

に

此

の

報

告

川

を

公

に

す

る

に

嘗

h
て

痛

恨

の

念

を

禁

じ

能

は

ぎ

る

は

、

本

調

査

を

企

書

せ

ら

れ

た

る

積

田

教

授

が

、

共

の

業

乍

ば

に

し

て

出

で

冶

綿

長

の

重

責

仁

任

守

ら

れ

、

而

も

僅

か

に

一

年

に

し

て

道

山

に

蹄

し

給

ひ

、

今

や

幽

明

所

を

殊

仁

し

て

永

久

仁

本

文

の

閲

讃

を

詩

ふ

を

件

ぎ

る

事

な

り

と

す

Q

そ
も
/
(
¥
本

研

究

報

告

書

は

我

が

文

事

部

仁

於

け

る

考

古

事

救

宝

の

創

設

と

共

仁

、

教

授

が

陳

列

館

の

経

営

と

並

行

し

て

、

研

究

費

表

の

機

関

と

し

て

其

の

精

力

を

傾

倒

、

刊

行

を

纏

績

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

係

h
、
教
授
の
輝
か
し
き
考

十

日

皐

上

の

業

績

を

不

桁

た

ら

し

む

る

も

の

な

る

は

改

め

て

言

を

要

せ

ざ

る

な

b
。

さ

き

に

敬

授

が

綿

長

の

任

に

就

か

る

冶

に

首

h
、
本
報
丹
前
冊
に
一
於
い
て
既
牲
を
追
懐
し
て
戚
慨
を
漏
さ
れ
、
殺
辛
口
片
が
鋭
意
此
の
報

告

す

げ

を

績

刊

し

て

我

が

考

古

皐

教

主

の

侍

統

を

纏

ぐ

と

共

に

、

更

に

新

た

な

る

業

績

を

示

さ

ん

こ

と

を

切

に

期

待

せ

ら

る

百
陛
あ
り
た

b
。

而

も

本

研

究

漸

く

成

り

て

教

授

既

に

い

ま

さ

子

、

往

時

を

顧

み

れ

ば

高

戚

こ

も

ご

も

起

b
、
ま
た
思
ひ
一
度
将
来
に
及
ぺ
ば
責
任
の
重
且
つ
大
な
る
を
痛
戚
せ
ざ
る
を
仰
何
十
。

印
も
本
壮
一
日

を
霊
前
に
捧
げ
て
恩
師
の
訓
一
一
二
け
に
符
へ
、
更
に
将
来
の
績
刊
を
所
期
せ
ん
と
す
。

昭

和

十

四

年

十

二

月

廿

五

日

京
都
帝
岡
大
事
文
康
部
考
古
曲
学
教
室
に
て

十毎

原

末

治
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第.

。
第第

闘

版

ヨた

日

闘

版

次

日

王
山
卵
古
墳
前
主
正
面
観
(
原
色
篤
民
・
桑
名
製
版
)

筑
前
嘉
穂
郡
地
方
地
形
闘
(
陵
地
測
量
部
五
一
向
分
一
地
形
岡
『
太
宰
府
』
間
隔
分
載
)

一
両
方
の
山
丘
腹
よ
り
遠
望
し
た
王
塚
古
墳
所
在
地
(
桑
名
申
局
長
)

二
東

方

山

丘

牛

よ

り

附

観

し

た

王

塚

古

墳

所

在

地

(

向

上

)

一
南
東
よ
り
人
家
を
隔
て
冶
古
墳
を
望
む
向
上
)
・

二

北

方

よ

り

の

王

嵐

山

墳

の

、近
景
(
向
上
)
・

王
塚
古
墳
外
形
現
版
百
測
闘
(
篠
原
・
小
林
・
樺
烏
究
…
側
、
小
林
…
喫
煙

前
面
(
南
両
)
よ
り
見
た
王
塚
古
墳
残
存
の
封
土

(桑
名
里
民
)
・

封
上
一
後
回
丘
の
切
断
面
白
上
)
二
同
部
封
士
の
築
成
肢
況
(
川
上
市
太
郎
氏
室
県
)
・

封

上

↑

後

間

丘

北

越

第

二

段

の

立

石

(

桑

名

出

馬

き

二

後

回

丘

切

断

面

南

小

の

景

観

(
梅
原
馬
民
)

王

塚
古
墳
石
川
十

一川
測
闘
(
小
林
・
篠
原
貸
…
側
、
小
林
拠
出
闘
)

王
塚
古
墳
石
川
全
装
飾
模
潟
闘
|
西
南
壁
面
(
原
色
版
・
小
林
愛
国
)

ru] 

上
ー
ー
東
北
壁
面
(
同

上
ー
ー
却
前
宗
一
正
面
刊
主
主
奥
壁
面
(
向

上
1
l
主
主
前
按
面
(
問

上
、ーJ

上
、ー'

i五1j
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匹l

第
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沼
市
一
六

第
一
七

第

入

第
一
九

第
二

O

第第

二

二

第

二

三

第

二

四

w
J
m

二一
九

加
弟
二
六

第

二

七

第

二

八

石
室
主
室
正
面
観
(
桑
名
務
員
)

j
 
t
 

|
 

セ
九
十
奥
石
屋
形
及
棺
床
正
面
観
(
原
色
篤
民
・
桑
名
製
版
)
・

-
H，
 

F
ド

主

宅

奥

石

屋

形

及

棺

床

細

部

二
景
(
桑
名
鰐
民
)

同

七

室

奥

石

屋

形

及

棺

床

細

部

ト
、
で

zv.
奥

石

屋

形

下

の

棺

床

に

ー

で

室

内

に

於

け

る

二

個

の

石

枕

(阿

主
宰
奥
石
屋
形
及
棺
床
装
飾
模
潟
面
(
原
色
叙
・
小
体
模
出
馬
問
)
・

上

二
景
(
同

上、J

同同同

主
宰
内
の
左
右
の
崎
明
肇
石
(
原
色
鴛
毘

・
桑
名
製
版
)

同

主
宰
‘

の
前
壁
観
(
耳
鳴
き
局
員
)

同

主
室
西
隅
観
(
同

上
、、J

!可

主
宅
前
壁
下
午
部
左
右
の
装
飾
(
原
色
官
官
民
・
桑
名
製
版
)

一
主
室
天
井
見
上
げ
潟
異
(
桑
名
篤
員
)
二
主
主
北
隅
下
平
観
(
同

前
主
正
面
戸
口
左
右
石
の
装
飾
(
原
色
雪
国
【
・
桑
名
製
版
)

一

前

室

正

面

戸

口

上

の

楠

石

向

上
)
二
前
市
前
面
閉
塞
肢
況
(
同

泣
物
土
器
類
一
土
師
器
杯
及
蓋
杯
(
向
上
)
二
蹴
部
杯
及
蓋
杯
(
問

の

あ

る

杯

及

蓋

(川
上
市
太
郎
氏
篤
民
)
四
土
師
器
坊

(桑名
曲局長)

土
器
類
一
二
封
士
登
見
耐
部
土
器
類
(
同
上
)

及

埴

輪

固

筒

片

(向

上
」・

玉
及
装
身
具
い
九
玉
・
金
銀
・
金
銅
銭
・
銀
鈴

(肉

同

上
、、-'

同同

上
、句ノ

巴

葉

脈

出

痕

上
、、J

同

二
.
封
士
費
見
揃
生
式
土
器
片

I司

上

( ~ 二 )

切

子
:五

管

玉
渠

闘

版

目
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第
二
九

第

三

O

ぅf}日
前
三
二

第
三
三

第
三

間

第
一
三
五

第
三
六

第
三
七

第
三
八

第
三
九

第

四

O

第

四

第

114 

E
J
2
4
s

一A

A

茸

恒

二

一

ムロロ

HM寸
け
凶
，

々
F
H
V
H
V

掴

版

次

凶

目
~J 

J二

¥ 

遺
物
獲
形
小
国
方
形
帯
紳
獣
鏡
(
桑
名
申
告
慎
)
・

↓
山
万
・
鉢
(
槍
)
身
及
石
突
(
向
上
)
コ
同
市
刀
一
部
及
鹿
角
製
装
具
形
賦
闘

鹿

角

装

刀

子

及

異

形

利

器

朕

銭

製

品

(桑
名
篤
民
・
梅
原
寅
測
〉
・

桂

甲

小

札

類

(桑
名
寄
民
)
・

同]
 

一同同!日]

托

甲

繍

着

札

(同

上

同

鞍

前

後

雨

橋

磯

金

具

(篤
長
及
貧
測
闘
)

同

餓

製

輪

鐙

二
双
(
桑
名
官
局
長
・
梅
原
質
測
・
小
林
製
図
)

I司

日
間
鐙
残
触
(
同

上
、../

|司

餓

地

金

銅

張

鎮

轡

業

同

上、J

同

其
二

(同

上
、ーノ

餓

地

金

銅

張

錬

轡

|司

餓

地

金

銅

張

S
字
形
錬
轡
(
桑
名
申
告
県
・
小
林
貨
測
製
闘
)

同

餓

地

金

銅
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